
世界オンリーワンの技術を支える
設計開発・品質管理・組織改革のプロ

ハードロック工業株式会社（大阪府）
事例
19

技術部門　三好 範和氏

●「絶対にゆるまないナット」の製造・販売会社として知られ
る同社。近年は、国内はもちろん、世界中で評価され、耐久
性や信頼性もこれまで以上に問われるようになった。品質保
証体制の強化を目指すも、既存の人材だけでは対応しきれず、
製品開発や研究基礎実験に長けた人材が必要になった。

採用したプロフェッショナル人材

プロ人材を採用したきっかけ採用前

プ ロ フ ィ ー ル

1986 年　高専卒業後、大手電機メーカーに入社。
2006 年　天理市の事業所から福山市の事業所に転勤。
2016 年　	早期退職制度を利用して退職。3 月にハードロッ

ク工業㈱へ入社。

●創業社長は当初、人員増加に難色を示していたが、企業の現状・経営課題を把握するため、時間をかけ、企業との信頼
関係を構築。

●同社が持つ高い技術力をさらにいかすためには商品開発や品質保証に長けた人材の採用が必要であることを粘り強く説
得し、プロ人材の活用が決定。

社　　　名：ハードロック工業株式会社
本社所在地：大阪府
従 業 員 数：84 名

企業情報

年　　齢：50 歳　　　　　家族構成：妻、子ども 2 人
前　　職：半導体のテストエンジニア

代表取締役社長 若林 克彦氏

技術部門 三好 範和氏

大企業で培ってきた設計開発や品質保証、
マネジメントのノウハウを発揮してほしい

世のため人のためになることが
自分にとってのモチベーションに

いますが、ものづくりの基礎はしっかりしており、何よ
り大手企業ならではの管理や教育ノウハウを叩きこまれ
ています。彼なら技術面はもちろん、現場のマネジメン
トも全面的に任せられると確信しました。また志が高く
前向きな姿勢、打たれ強そうな性格、会社の理念に共感
してくれたことなども評価した点です。

持ち前のリーダーシップを発揮し
部署間の橋渡し役として活躍
三好は現在、技術部門に所属し、設計、開発、研究基礎

実験、標準化に向けた取組等、幅広い業務に携わってい
ます。弊社の製品に対するお客様からの要求は、おそら
く想像以上に高いものでしょう。しかも世界で唯一の特
殊技術なため、即戦力として入社したとはいえ、最初か
ら全て完璧にできるとは思っていません。実際、彼も日々
試行錯誤を繰り返しながら、勉強してくれています。
一方で組織改革の面では、三好が入社したことで、多く

の成果が出始めています。これは弊社にとって大きな課
題だったのですが、これまで組織に一体感がなく、各部
署がバラバラでした。そうした中、彼が持ち前のリーダー

シップやコミュニケーション能力を発揮。技術部門、営業
部門、製造部門との橋渡し役となってくれ、バラバラだっ
た点を線にしてくれました。おかげで組織の活性化や情
報の共有化にもつながっています。

製品開発＝アイデアの開発
柔軟な発想力を養ってほしい
弊社の製品開発は、アイデアの開発とも言いかえるこ

とができます。いかに柔軟な発想を持って、アイデアを
形にできるか、そこが鍵になるのです。そのため毎日決
まったことを繰り返しているだけでは、前に進みません。
何気ない雑談や無駄なことの積み重ねが、大きなヒント
になります。そしてその引き出しを 1つでも多く作って
いかなくてはなりません。弊社には、アイデアを出す訓
練のために組織された発明クラブという活動があり、週
に一度、10 数名の有志が集まって活動をしているのです
が、三好は会のまとめ役も担ってくれています。今後も、
いろいろなものに触れて、いろいろなものを見て、いろ
いろなことを考えて、柔軟な発想力を養っていってほし
いです。

企業担当者の声

プロ人材の声

弊社は世界 No.1 の技術力をいかし、「ゆるまないネジ」
の製造・販売を行っています。その技術は新幹線など幅
広い分野で活用され、今や国内だけでなく、海外でも広
く使っていただいています。今後は海外展開をさらに強化
していきたいと考えていました。そうした中、大阪府プ
ロフェッショナル人材戦略拠点との相談を重ね、製品が
評価され、お客様が増えるほど、耐久性や信頼性もこれ
まで以上に問われるようになるため、品質保証体制の確
立が急務となっていた事実を再認識しました。長年、も
のづくりに打ち込んできた既存の人材だけでは、世界の

厳しい要求を受け止めきれません。そこで、設計開発や
品質管理などの実績がある人材の採用を決断しました。

大手電機メーカー出身の技術者を採用
前向きな姿勢や考え方を評価
従来、人材の採用は知り合いの紹介が中心でしたが、

我々が必要としているようなプロ人材はそう簡単に見つ
かるものではありません。人材ビジネス事業者から何人
もの候補者を紹介いただき、結果的に複数名を採用。そ
の中の一人が今回ご紹介する三好です。彼は長年大手電
機メーカーに勤務し、設計開発や品質管理の業務に従事
してきた技術畑のプロ中のプロ。扱ってきた製品こそ違

――入社するまでの経歴を教えてください。
約 30 年にわたり、大手電機メーカーで主に半導体のテ

ストエンジニアとして働きました。その間、設計開発や品
質・生産管理等にも携わり、また現場のリーダーとしてマ
ネジメント業務にも従事。もともと人をまとめることが得
意だったため、仕事以外でも、独身寮 500 名の自治会長を
はじめ、3000 名のビアパーティーや年度毎の決起集会の
企画・進行なども進んで行ってきました。またベトナム在
住経験があるほか、中国出張等にも度々出かけており、語
学力や国際感覚等も身につけています。

――転職の動機は何ですか？
以前勤めていた会社では、異動や転勤など 10 年区切り

で転機を迎えてきました。そして今回が 30 年目。以前か
ら、世のため人のためになるような仕事がしたいと考え
ていたため、いいタイミングだと思い、決断しました。
当初は医療業界への転職を考えていたのですが、人材ビ
ジネス事業者を通じて、たまたまハードロック工業のこ
とを知り、安心安全を掲げた人命を預かるような仕事に、
俄然興味がわきました。前職では、組織が大きかった分、
部門間に壁があり、私はその橋渡し役として組織改革に
も力を注いできました。ハードロック工業も規模こそ違

えど、同じ組織改革を課題としており、自分のこれまで
の経験が大いにいかせるのではないかと思った次第です。

――今後の課題や目標は何ですか？
入社後は技術部門に所属し、設計、開発、研究基礎実

験等に携わっています。一方で、マネージャーとして組
織改革にも注力。弊社は社員一人ひとりの技術が高い分、
個々の力に依存してしまいがちで、組織として機能してい
ない面が多々あります。バラバラになった組織をまとめ、
ベクトルを合わせる。それも私に求められているタスク
の一つでしょう。お客様からの要求も年々高まっている
ので、それに見合った組織づくりに貢献していきたいで
す。関係部門との協調や、記録を残すなどの習慣づけは、
私自身が日頃から率先して行うようにしているので、そ
んな私の姿を見て、みんなの意識が少しずつ変わっていっ
てくれればと思っています。
私個人の目標としては、未経験のネジ業界ですので、1

日も早く技術を自分のものにして、あらゆる面において
スペシャリスト、かつゼネラリストになりたいです。また、
前職では志半ばになってしまった人材育成にも力を入れ、
弊社の世界一の技術を託すことができる若い人材をどん
どん育てていけたらと思っています。

製品に対する要求が高まり
品質保証体制の確立が急務に

プロ人材採用により得られた効果

●大手電機メーカーで 30 年間、半導体のテストエンジニアとし
て活躍。設計開発や生産管理等にも携わった。また持ち前の
統率力を買われ、マネジメント業務にも力を発揮してきた。

●同社の製品は特殊技術を用いるため、技術面においては勉強
中。一方、マネジメントの仕事も任され、持ち前のリーダー
シップやコミュニケーション力を発揮。部署間の橋渡し役と
なり、組織の活性化や情報の共有化に貢献している。

採用後

どんなプロ人材を採用？

プロ人材の活躍状況

拠点からの助言等

製品への要求が高まり
既存の人材だけでは対応しきれなくなった
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